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二十歳の門出に
決意を誓う



　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
、

１
月
９
日
、
パ
ト
リ
ア
日
田
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
色
鮮
や
か
な

振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
な
ど
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
い
、
友
と
の
再

会
を
喜
び
合
い
、
旧
交
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
６
７
１

人
が
対
象
で
、
う
ち
５
２
８
人
が
出
席

し
、
節
目
の
日
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
原
田
啓
介
市
長
が
「
皆

さ
ん
が
羽
ば
た
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
社

会
は
、
大
き
く
変
革
す
る
時
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
情
報
社
会
の
進
展
は
ま
す
ま
す
加

速
化
し
、
私
た
ち
の
生
活
は
よ
り
便
利

で
豊
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
近
年
の
大
雨
や
地
震
な
ど
、
度
重

な
る
自
然
災
害
の
発
生
、
さ
ら
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

流
行
な
ど
、
未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
困
難
な
状
況
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
多
事
多
難
な
時
代
の
中

で
、
新
成
人
の
元
気
で
若
々
し
い
姿
を

拝
見
す
る
と
き
「
よ
く
ぞ
立
派
な
大
人

に
成
長
し
て
く
れ
た
」
と
感
謝
の
思
い

で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
力
強
さ

と
新
し
い
価
値
観
で
、
よ
り
豊
か
な
生

活
を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
地
区
の
代
表
者
に
成
人

証
書
が
授
与
さ
れ
、
二
十
歳
の
決
意
発

表
や
市
民
憲
章
朗
読
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

二
十
歳
と
い
う
節
目
の
と
き
を
迎
え
は
し

ま
し
た
が
、
一
人
前
の
大
人
と
し
て
の
確

固
た
る
自
覚
や
実
感
は
ま
だ
ま
だ
足
り
ま

せ
ん
。
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
多
く

の
挑
戦
を
続
け
、
経
験
を
積
み
、
一
歩
ず

つ
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
こ
の
約
20
年
間
で
た

く
さ
ん
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き

ま
し
た
。
共
に
笑
い
合
い
励
ま
し
合
え
る

友
人
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地

域
の
人
々
、
多
く
の
こ
と
を
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
一
番
近
く
で
応

援
し
て
く
れ
た
家
族
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の

一
つ
一
つ
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。

二十歳の門出に決意を誓う
１特集　感謝と希望を胸に、20年分のありがとう
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市民憲章朗読
井上 統偉さん
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宮田 杏太さん

二十歳の決意発表
小野 世友さん
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髙村 奏樂さん
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住み慣れた場所で自分らしい暮らしを
２特集　在宅医療・介護に関するアンケート調査を実施しました

問長寿福祉課長寿福祉係☎㉒８２９９（市役所１階）

▲多職種連携で高齢者を支えているイメージ

　ひたメディケアねっと（日田市在宅医療介護連携推進会議）では、今後の在宅医療・介護の連携を
推進するにあたり、市民の現状を把握するためのアンケート調査を行いました。今回は初めてアン
ケート調査を行った平成28年から５年が経過し、市民の意識の変化もあわせて報告します（アンケー
ト結果から一部抜粋）。

年を重ねたとき、長年住んでいる
家で過ごしたいですか？

「長年住んでいる家で過ごしたい」と回答した人
は平成28年と令和３年ともに70％以上で、大き
な変化はありませんでした。

「健康でいること」が最も多く、84.7％の回答
がありました。また、「医療系サービスや介護系
サービスが充実している」「移動手段がある」と
回答した人が平成28年から増加していました。

薬剤師はこんなことをしてくれます。
・薬や生活状況の相談受付
・薬の効果と副作用の確認
・飲み残しの確認と整理、薬の管理方法や飲み
方の説明
・他の病院の薬、市販薬、健康食品との飲み合
わせの確認　等

５割以上の人が医療や介護が必要になったとき
「病院や施設で医療や介護を受けたい」と回答し
ています。また、平成28年と比較して「自宅で医
療や介護を受けたい」と思う人が増えています。

住み慣れた家で暮らし続けるために
何が必要ですか？（複数回答）

健康でいること
住居や生活費など経済的な心配がないこと
面倒をみてくれる人がいること
医療系サービスが充実していること
移動手段があること
病院やお店などが近くにあること
介護系サービスが充実していること
近隣親戚友人仲間との付き合いがあること
配食サービスがあること
未回答

842件
564件
389件
244件
215件
189件
185件
107件
63件
50件

知っている訪問サービスは何ですか？（複数回答）

訪問看護
医師の訪問診療
リハビリ専門職の訪問
歯科医師や歯科衛生士による訪問診療
栄養士による栄養管理・調理指導
薬剤師による薬の説明や管理指導
未回答

797件
728件
439件
312件
190件
179件
102件
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医療や介護が必要になったとき、どこで
医療や介護を受けたいですか？
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未回答病院・施設自宅

（％）（％）

ひ
た
メ
デ
ィ
ケ
ア
ね
っ
と
（
日
田
市

在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
会
議
）

　
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る
状
態

の
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
医

療
・
介
護
な
ど
の
多
職
種
で
構
成
さ
れ
た

「
ひ
た
メ
デ
ィ
ケ
ア
ね
っ
と
」
を
中
心
に
、

住
民
を
対
象
と
し
た
市
民
公
開
講
座
や
「
人

生
会
議
」
に
関
す
る
啓
発
、
多
職
種
の
連
携

強
化
を
図
る
た
め
の
各
種
研
修
会
の
開
催
な

ど
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
】

■
調
査
期
間

　
令
和
３
年
５
月
〜
６
月　
　

■
調
査
方
法

　
無
記
名
（
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
）

■
対
象
者

　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出

　
40
歳
〜
90
歳
の
２
０
０
０
人
（
う
ち
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
５
０
０
人
）

■
回
収
数
（
回
収
率
）

　
１
０
５
６
人
（
52
・
8
％
）

　
う
ち
有
効
回
答
数
９
９
６
人

　
令
和
３
年
分
ア
ン
ケ
ー
ト

　
結
果
は
こ
ち
ら

▲

78.6％76.3％

16.8％16.8％

4.6％6.9％

34.4％

43.9％

62.5％

53.4％

3.1％2.7％
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市役所
地域包括支援センター
病院
社会福祉協議会
民生委員
その他

77.3％
67.8％
57.4％
49.5％
44.2％
2.9％

知っている相談窓口（複数回答）

平成28年と比較して、令和３年は「分からな
い」と答えた人が増えています。

介護できる家族がいる
居住環境が整っている
病院はイヤ
経済的不安がない
訪問看護・介護サービスが整っている
症状が急変したとき対応してもらえる体制がある
看取りをしてくれる医師がいる

181件
136件
127件
78件
76件
63件
58件

自宅で最期を迎えたいと思う理由は
何ですか？（３つ回答）

自宅で最期を迎えたいと思わない理
由は何ですか？（３つ回答）

家族に負担がかかる
病院の方が安心
介護ができる家族がいない
症状が急変したとき対応してもらえる体制がない
居住環境が整っていない
経済的負担が大きい
看取りをしてくれる医師がいない
訪問看護・介護サービスが整っていない

177件
159件
106件
86件
48件
40件
15件
10件

高齢者のなんでも相談窓口
　中央地域包括支援センター☎㉓２５５２（隈庄手・竹田・田島・豆田）
　西部地域包括支援センター☎㉖００３６（光岡・三花・小野・朝日・大鶴・夜明）
　東部地域包括支援センター☎㉒０２４８（五和・高瀬・三芳・西有田・東有田）
　南部地域包括支援センター☎57９０１２（前津江・中津江・上津江・大山・天瀬）

介護が必要になったとき、どこに相談
すればいいか知っていますか？

未回答

知らない

知っている

55.9％
29.6％

14.5％

調
査
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と…

①
長
年
住
ん
で
い
る
家
で
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
は
病
院
や
施

設
で
医
療
や
介
護
を
受
け
た
い
と
い
う
回

答
が
多
い
。

②
住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

は
、
「
健
康
で
い
る
こ
と
」
「
経
済
的
な

不
安
が
な
い
こ
と
」
が
必
要
と
回
答
し
た

人
が
多
い
。

③
人
生
の
最
終
段
階
に
「
自
宅
で
最
期
を
迎

え
た
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
人

の
う
ち
、
６
割
以
上
が
「
そ
の
時
の
状
況

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
」
と
回
答
。

④
全
体
の
５
割
の
人
が
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
の
相
談
窓
口
を
知
っ
て
い
る
。

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
自
分
が
希
望
す
る
場
所
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は…

　
「
病
気
に
な
っ
た
り
介
護
等
が
必
要
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
の
相
談
窓
口
を
知
っ

て
い
る
こ
と
」
や
、
「
日
頃
か
ら
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
、
ど
の
よ
う
な
人
生
の
最
終

段
階
を
迎
え
た
い
か
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
人
生
会
議
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
）

　
自
ら
が
望
む
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、

家
族
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
等
と
繰
り
返

し
話
し
合
い
共
有
す
る
取
組
み
。

■
ひ
た
メ
デ
ィ
ケ
ア
ね
っ
と
で
は

　
人
生
会
議
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
に
「
私
の
想
い
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
市
内
各
医
療
機
関
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
長
寿
福
祉
課
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

　
二
次
元
コ
ー
ド
）
で
も
ご
覧

　
に
な
れ
ま
す
）
。

自宅で最期を迎えたいと思いますか？
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平成28年

未回答分からない思わない思う

（％）

そのときの状況がイメージできない
まだ考えたくない
医療や介護の知識がないので判断できない
どこに相談すればいいか分からない
その他
未回答

67.8％
16.2％
5.8％
2.3％
7.0％
0.9％

自宅で最期を迎えたいか「分からな
い」と答えた理由は何ですか？

36.1％

30.5％

23.4％24.1％

36.3％

43.4％

2.0％
4.2％
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「人生会議」は少なくとも１年に１回は行い、「私の想
いカード」は元気なときに１回程度、病気になったら
もっと頻回に書き直しましょう。そしてみんなが分かる
場所に保存し、書き直したことを家族、関係者に知って
もらうようにしましょう。

▲「ひたメディケアねっと」全体会の様子
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■提出場所　市役所１階　税務課市民税係（郵送可）
■窓口受付時間
　平日　午前８時30分～午後５時税の申告

２月28日㈪まで申告受付期限

　市では所得や控除の申告が必要と思われる人に、市県民税
申告書を１月27日付けで送付しています。申告書が届いた人
は、必ず提出してください。
※全ての詳細は市ホームページ（右記二次元コード）で
　確認、又は税務課市民税係か申告相談会場でお問い合
　わせください。

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

令和４年度

■市県民税申告が必要な人
　令和４年１月１日現在、市内に住所（居住）があり、前年中に下記の所得があった人
①営業、農業、不動産などの所得があった人
②給与所得者で次に該当する人
・勤務先から市に給与支払報告書が提出されていない人
・退職し、再就職していない人（年末調整が未済、控除などの追加がある人）
・給与所得以外に他の所得がある人
③給与所得者や年金受給者で、各種所得控除を市県民税の申告書で申告する人

※土・日曜日、祝日を除く。

ー市県民税ー

申告を忘れないよう
よろしくお願いします！

前津江振興局（１階会議室）
天瀬公民館五馬分館（大会議室）
天瀬公民館東渓分館（大会議室）
中津江振興局（１階会議室）
天瀬公民館（中会議室）
上津江振興局（２階会議室）
五和公民館（集会室）
大山振興局（中会議室）
高瀬公民館（小会議室）
日隈公民館（和室）

時　間場　所開催日
３日㈭
４日㈮
７日㈪
８日㈫
９日㈬
10日㈭
14日㈪
15日㈫

16日㈬

午前10時～午後３時

午前９時30分～正午
午後１時30分～４時

２
月

東有田公民館（２階研修室）
西有田公民館（多目的ホール）
朝日公民館（多目的ホール）
光岡公民館（集会室）
大鶴公民館（学習室）
夜明公民館（会議室）
小野公民館（研修室）
三花公民館（集会室）
三芳公民館（学習室）
若宮公民館（研修室（和室））

時　間場　所開催日

17日㈭

18日㈮

21日㈪

22日㈫

24日㈭

午前９時30分～正午
午後１時30分～４時
午前９時30分～正午

午前９時30分～正午

午前９時30分～正午

午後１時30分～４時

午後１時30分～４時

午後１時30分～４時
午前９時30分～正午
午後１時30分～４時

２
月

■申告相談会の日程・会場
　市県民税申告の相談会を各振興局、地区公民館で開催します。
　申告に関する相談のある人は、必要な書類等を持参の上、お越しください。

※咸宜、桂林、田島地区の人は、随時、税務課市民税係（市役所１階）にお越しください。

ス
タ
ー
ト

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、

日
田
市
に
住
ん
で
い
た
。

日
田
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所得金額より控除が多い（所得税が課税さ
れない）

所得金額より控除が少ない（所得税が課税
される）

日田市在住の親族の税法上の扶養になっている

・誰の税法上の扶養にもなっていない
・日田市以外の親族の税法上の扶養になっている

給与収入以外の所得が20万円以下

年末調整済み（１か所からの給与のみ）

・年末調整の内容に変更がある
・医療費控除を受ける
・雑損控除を受ける
・副業の給与収入が20万円を超える
・年末調整が済んでいない
・給与収入が2,000万円を超える
・給与収入以外の所得が20万円を超える

年金収入のみで148万円（65歳未満は98万
円）以下

年金収入のみで148万円（65歳未満は98万
円）超、400万円以下

年金収入が400万円以下で、他の所得（20
万円以下）がある

年金収入以外の所得が20万円を超える
（年金収入に関係なく）

年金収入のみで400万円を超える

主に年金収入

収入なし 住民税申告

申告不要

申告不要

申告不要

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

確定申告

確定申告

確定申告

税務署で
確定申告

確定申告

主に給与収入

事業所得（農業、営業など）、
不動産所得、雑所得、
一時所得、利子所得、
配当所得、総合譲渡所得

非課税収入のみ（遺族年金、
障害年金、失業給付金など）

・住宅借入金等特別控除（初年度）　　　・譲渡所得（土地・建物）
・先物取引の雑所得　　　　　　　　　　・株式等の譲渡所得
・上場株式などの配当所得　　　　　　　・山林所得

■申告フローチャート 簡易に判断する場合のフローチャートで自分の申告を確認してみましょう。
※納め過ぎた所得税の還付申告を受ける場合は、下表に関わらず確定申告が必要です。

令
和
３
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

はい

い
い
え

※年齢は令和４年１月１日現在です。

■申告に必要なもの
□本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、パスポートなど）　
□令和３年中の所得が分かるもの（給与又は年金の源泉徴収票、給与明細書など）
□各種所得控除を申告する場合　
・社会保険料や生命保険料、地震保険料などの領収書、支払証明書（原本）
・障害者手帳、療育手帳、長寿福祉課が発行する障害者控除等認定証などの証明書
・医療費等の明細書等　※明細書は、国税庁ホームページ（右記二次元コード）からダウンロ－ドできます。
※郵送で提出する場合、本人確認書類についてはコピーを添付してください。

　例年、市県民税の申告時期は窓口が大変混み合いますので、以下の点についてご協力をお願いします。
・申告書の提出にあたっては必要事項を記入の上、返信用封筒での郵送提出にご協力ください。
・来庁時にはマスクを着用し事前に体温測定をするなど、基本的な感染予防対策を徹底してください。
・市役所や振興局、公民館での申告相談会に来られる場合は、できる限り内容を記入した申告書をお持ちくだ
さい。
・例年、申告書送付後１～２週間、週初めや週末は窓口が特に混み合いますので、来庁される場合はこの時期
をなるべく避けてお越しください。

窓口での感染症対策にご協力を！

　確定申告書や市県民税申告書の提出をする場合は、改めて寄附金控除を受けるための申告をする必要がありますの
で、ご注意ください（ワンストップ特例制度は適用されません）。※申告には寄附金の受領書等が必要になります。

■ふるさと納税ワンストップ特例制度を申請した人はご注意ください！

2022. 2. 1　広報ひた広報ひた　2022. 2. 1 1011



皆さんの意見を募集します！ーパブリックコメントー
市では下記の計画（案）を公開していますので、ご意見をお寄せください。
■内容　①日田市一般廃棄物処理施設整備基本計画（案）
　　　　②日田市教育行政実施方針（案）
■閲覧場所
　市ホームページ、市役所３日以内窓口、各振興局・振興センター、各地区公民館（各振興局・振興センター
管内を除く10か所）、下記担当課
■意見の提出方法
　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先
　市役所３日以内窓口、各振興局・振興センター、下記担当課
■募集期間　①２月28日㈪まで
　　　　　　②２月10日㈭～３月11日㈮
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　①新清掃センター建設室施設整備係（市役所２階）　☎㉒８３２３　 ㉒８２４１
　②教育総務課総務企画係（市役所別館３階）　☎㉒８２３４　 ㉒８２４８

新型コロナウイルスワクチン接種情報⑮

問新型コロナウイルスワクチン接種推進班☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

接種
無料

▲日田市のワクチン
　接種情報はこちら

日田市で接種できるワクチンの種類

集団接種の問合せに関するお願い

　新型コロナウイルスワクチン集団接種に関する問合せは以下の連絡先にお願いします。
※接種会場であるアオーゼやパトリア日田での予約や問合せは受け付けていません。
★電話での予約（集団接種会場予約専用電話）　☎０５０‐５５２６‐２４６９
　受付日：毎日（土・日曜日、祝日含む）
　受付時間：午前９時～午後６時
★インターネットでの予約（集団接種専用予約サイト）
　https://www.reservation-hita.com

◆市内医療機関での接種
　２月13日日まで…武田／モデルナ社のワクチン
　２月14日月から…ファイザー社のワクチン
◆集団接種会場での接種
　武田／モデルナ社のワクチン
※２月27日までに取り扱うワクチンの種類です。国から
のワクチン供給の状況によって変更になる場合があり
ます。

接種券の発送状況

接種券の発送予定は以下の通りです。接種を希望する
人は接種券同封のチラシをご覧の上、市内医療機関や
集団接種会場を予約して接種を受けてください。

※２回目接種完了後に日田市に転入してきた人の接種券に
ついては、下記にお問い合わせください。

接種券がお手元に届いた人から、できるだ
け早く３回目の接種をご検討ください。

　今月は、追加接種（３回目）の詳細について以下のとおりお知らせします。

年齢層 ２回目接種が
完了した時期 発送日（予定）

一般高齢者
（65歳以上）

18～64歳

６/29～７/31

６/29～７/31

１月24日発送済み

２月中旬

一般高齢者
（65歳以上） ８月、９月

２月下旬
18～64歳 ８月

市政情報ピックアップ

　市では集落支援員を募集しています。「地域のために頑張りたい」等、地域活性化に意欲をお持ちの人は是非お申
し込みください。

●令和４年度集落支援員募集

▼対象者（次の全てに該当する人）
①募集地域に居住している人、又は居住したことがあ
る人で、日田市に住民票を有している人
②地域の伝統や風習になじんでおり、集落の実情や地
理に詳しい人
③地域振興に意欲があり、住民や行政職員及び地域お
こし協力隊員と十分にコミュニケーションが取れる
人
④普通自動車免許及び活動に使用できる車両を持ち、
実際の運転経験が１年以上ある人

▼募集数と主な活動地域（各１人）
　大山・中津江・東有田地区

▼身分
　市長が「集落支援員」として委嘱
※市職員として採用するものではありません。

▼活動期間
　委嘱した日から令和５年３月31日まで
※最長３年まで延長することができます。

▼活動時間　月150時間

▼報償　月額18万円（賞与、退職金はありません）

▼申込先　〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　まちづくり推進課地域活動支援係

▼申込期限　２月18日㈮（必着）
※応募書類に必要事項を記入の上、郵送で上記申込先に提出
してください。応募書類は下記又は対象の振興局・振興セ
ンターに備え付けている他、市ホームページからもダウン
ロードすることができます。
※詳細は市ホームページ又は右記二次元コード
　をご確認ください。

問まちづくり推進課地域活動支援係☎㉒８３５６（市役所６階）

日田の森林・木材の活用の勉強と実践

▼とき　２月19日㈯
　午前８時30分　市役所集合
　午前10時～午後０時30分　上津江町の現場で実演
　午後１時　昼食
　午後３時30分　市役所解散

▼会場　マルマタ林業所有林（上津江振興局近く）

▼募集数　20人程度

▼参加費　無料
※昼食代800円が必要です。

▼申込方法
　木林乃森を守るネットワークにメールで申込み
　　kirin-no-mori@marumata-f.com

▼申込期限　２月17日㈭
※この事業は、市民サービス協働事業のひとつとして、林業
振興課とＮＰＯ法人木林乃森を守るネットワークが協働で
実施しています。
※新型コロナウイルス感染症の影響で中止する場合がありま
す。

　三つ紐切りとは、木曽谷の伝統的伐採法で樹の幹に三方向から斧を入れ、三か所のツルを残して伐倒する方法で、伊
勢神宮ご神木伐採で行われる手法です。今回、「三つ紐切り保存会」から講師の柴原薫さんをお招きして、日田の
100年杉を三つ紐切りで伐倒します。

●「三つ紐切りの見学・体験」参加者募集

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係
　☎㉒７５１５（市役所６階）

▲三つ紐切りイメージ画

み ひも ぎ
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確
認
書

市政情報ピックアップ

　２月15日から３月31日まで天領日田おひなまつり
が開催されます。期間中、豆田地区の上町通りと御幸
通りでは、下記の時間帯に一方通行となりますので、
ご協力ください。

●豆田地区の交通規制
第39回天領日田おひなまつり

問日田市観光協会　☎㉒２０３６
　観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

▼

交通規制図

※詳細は広報ひた２月１日号に同封している天領日田お
ひなまつりパンフレットをご覧ください。歩行者に注意し、

思いやり運転を心掛けましょう！

▼交通規制時間・期間　午前10時～午後５時
　２月26日㈯・27日㈰
　３月５日㈯・６日㈰・12日㈯・13日㈰
　19日㈯・20日㈰・21日㈷

上町通り

花月川花月川

天領日田
資料館

御
幸
橋

一
新
橋

豆田
郵便局

西部振興局

大分
銀行

港町
市営駐車場

港町
市営駐車場

城内川

御幸通り

　令和３年12月10日時点で日田市に住民票がある住民税非課税世帯（住民税が課税されている人の扶養親族等のみか
らなる世帯を除く）に、１世帯につき10万円を支給します。

●住民税非課税世帯に臨時特別給付金を支給

▼申請方法
　対象世帯に市から確認書を送付しますので、必要項
目を記入し、同封の返信用封筒で返送してください
（返送代はかかりません）

※確認書の発行日から３か月を経過すると、本給付金の受給
を辞退したとみなされますのでご注意ください。

▼注意
・令和３年１月2日～12月10日間における転入等に
よって本市では課税状況が確認できない人は、日田
市から前住所地に照会します。確認ができ次第順
次、確認書を送付しますのでお待ちください。

・住民税の申告をしていない人やＤＶ避難者等の特殊
な事情によって市からの郵送が困難な人について
は、確認書が送付されません。下記まで直接お申し
出ください。
・令和３年12月11日以降に本市に転入された人は、
転入前の市町村から支給されます。各市町村にお問
い合わせください。
・ＤＶ避難者等の特殊な事情の人は、住民票の状況に
かかわらず、居住する市町村で受給できます。下記
までご連絡ください。

問社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３（市役所１階）

あらかじめ振込予定の口座情報が記載
されていますのでご確認ください。
※令和２年度特別定額給付金の際の受取口
座が記載されています。

確認事項が記載されています。
内容を確認し該当部分に✓を記入して
ください。
※チェックがない場合は支給できません。

世帯主の名前、確認日、連絡先を記入
してください。

口座情報が記載されていない場合や、
口座を変更する場合は記入してくださ
い。本人確認書類と通帳等のコピーが
必要ですので添付してください。

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

日
田
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

日
田
税
務
署
に
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し

ま
す
。
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必

要
で
す
。
会
場
で
当
日
配
布
（
当
日
分
の

み
）
し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ホ
ー
ム
画
面
で
「
国
税
庁
」
又
は

「
＠
ｋ
ｏ
ｋ
ｕ
ｚ
ｅ
ｉ
」
を
検
索
後
、
友
達

追
加
が
で
き
ま
す
。

■
期
間

　
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告

　
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

又
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
申
告
が
で
き
る

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
告
の
相
談
は
、
電
話
や
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
で
も
で
き
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
納
付
証
明

書
（
確
定
申
告
用
）
は
税
務
課
税
制
窓
口
係

で
取
得
で
き
ま
す
。
電
話
で
請
求
い
た
だ
く

と
、
自
宅
に
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

大
分
県
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
開
始

大
分
県
交
通
災
害
共
済
の
令
和
４
年
度
加

入
申
込
み
を
２
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
交

通
災
害
共
済
は
一
人
年
間
３
６
０
円
の
掛

け
金
で
、
万
一
の
と
き
に
お
互
い
に
助
け

合
う
制
度
で
す
。
本
市
に
住
民
登
録
し
て

い
れ
ば
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加

入
を
希
望
す
る
人
は
、
自
治
会
を
通
し
て

配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
内
容
を
確
認

の
上
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

掛
金
を
添
え
て
班
長
に
お
渡
し
く
だ
さ

い
。

■
受
付
場
所

　
市
役
所
７
階
　
７
０
２
会
議
室
（
４
月

か
ら
は
市
民
課
）
、
各
振
興
局
・
振
興

セ
ン
タ
―

■
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

情
報
伝
達
試
験

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
を
使
用
し
た

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
16
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
　

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
２
月
の
開
庁
日

・
２
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
２
月
19
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

75
歳
以
上
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
な
い
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
発
送
時

期
は
２
月
下
旬
の
予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
に
記
載
さ

れ
た
問
合
せ
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お

願
い
し
ま
す
。
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
出
張
申
請
受
付
や
申
請
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
是
非
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
１
２
０
‐
０
７
８
‐
４
４
１

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎
年
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
っ

た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

の
合
計
額
が
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
人

に
、
２
月
に
お
知
ら
せ
の
文
書
と
支
給
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
支
給
申
請
書
、
お
知
ら
せ
の
文
書
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
、
本
人
・
口
座
情
報
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
・
通
帳
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
　
等
）

■
申
請
場
所

　
健
康
保
険
課
、
各
振
興
局

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

骨
髄
バ
ン
ク
の
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
を
支
援
し
ま
す

骨
髄
等
の
提
供
を
行
っ
た
人
（
ド
ナ
ー
）

と
そ
の
人
が
勤
め
る
事
業
所
に
助
成
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額
（
１
回
に
つ
き
）

・
ド
ナ
ー
　
14
万
円

・
事
業
所
　
７
万
円

■
申
請
期
限

　
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し
た
日
か
ら
90

日
以
内
、
又
は
３
月
末
日
の
い
ず
れ
か

早
い
日
ま
で

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
振
り

込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日

　
２
月
４
日
㈮

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
支
給
が
差
止
め

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
（
11
月
〜
１
月
分
）
を
振
り
込

み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日

　
２
月
10
日
㈭

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

５
歳
児
発
達
相
談
会

小
学
校
入
学
を
１
年
後
に
控
え
た
５
歳
児

の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
、
医
師
や
臨
床

心
理
士
等
が
応
じ
ま
す
。

■
と
き

　
３
月
２
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
対
象

　
平
成
28
年
12
月
１
日
〜
平
成
29
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
親
又
は
家

族
な
ど

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
21
日
㈪

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

受
託
事
業
者
募
集

市
が
実
施
し
て
い
る
食
の
自
立
支
援
事
業

（
高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
の
受
託

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
２
月
15
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

※
事
業
を
受
託
す
る
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

市
所
蔵
美
術
品
公
開
展
「
み
ん
な
の

宇
治
山
哲
平
展
〜
海
と
太
陽
〜
」

市
所
蔵
美
術
品
の
中
か
ら
宇
治
山
哲
平
作

品
の
公
開
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
15
日
㈫
〜
３
月
21
日
㈷
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
は
休
展
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
）
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階

　
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

折
り
紙
で
世
界
の
な
か
ま
づ
く
り

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
外
国
の
人
た
ち
と

簡
単
な
ひ
な
飾
り
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
20
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
２
月
18
日
㈮

■
申
込
先

　
日
田
市
日
本
語
教
室
（
河
﨑
）

　
☎
０
９
０‐

３
４
１
３‐

２
９
７
２

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

自
動
販
売
機
設
置
希
望
者
募
集

■
設
置
場
所
　

①
日
田
市
葬
斎
場

②
日
田
市
営
隈
駐
車
場

③
日
田
市
営
三
本
松
駐
車
場

④
日
田
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

⑤
萩
尾
公
園

⑥
竹
田
公
園

⑦
月
隈
公
園

■
対
象

①
〜
⑦
…
市
内
の
業
者
・
団
体
及
び
個
人

■
設
置
期
間

①
〜
⑦…

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
更
新
は
一
回
ま
で
で
き
ま
す
。

■
種
類
・
台
数

　
清
涼
飲
料
水
　
各
１
台

※
⑤
の
み
２
台
。

■
申
込
方
法

　
左
記
に
備
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出

■
申
込
期
限

　
全
て
２
月
21
日
㈪

問
①
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

　
②
③
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

　
④
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

　
⑤
⑥
⑦
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

令
和
４
年
度
「
広
報
ひ
た
」
等

文
書
送
達
委
託
業
務
入
札
参
加
者

■
参
加
資
格

・
市
内
で
配
送
業
を
営
む
法
人
で
、
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
及
び
貨

物
軽
自
動
車
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
市
内
の
各
自
治
会
等
１
７
０
か
所
に
、

お
お
む
ね
月
２
回
（
年
24
回
）
、
配
送

が
可
能
な
車
両
及
び
人
員
を
保
有
し
て

い
る
こ
と

・
そ
の
他
、
市
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と

■
申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

※
必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈪

問
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目
　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大

工
、
左
官
、
木
工
）

■
募
集
条
件

　
建
築
職
人
を
目
指
す
人

　
（
男
女
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
訓
練
期
間

　
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
授
業
料
　
月
額
５
千
円

■
申
込
方
法

　
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
電
話
で

申
込
み

■
募
集
数
　
15
人
程
度

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈭

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
藤
原
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
０
‐
４
６
５
９

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
で
す
（
相
談
無
料
）

「
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分
け
」
な
ど

の
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登
記
の
手
続
に

つ
い
て
、
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
期
間
　
２
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

□
相
談
窓
口
　
各
司
法
書
士
事
務
所

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集
（
一
般
後
期
）

□
科
名

・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

・
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

□
訓
練
期
間

　
１
年
間
（
４
月
７
日
㈭
入
校
）

□
募
集
期
間

　
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
10
日
㈭

□
試
験
日
　
３
月
13
日
㈰

□
と
こ
ろ

　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
授
業
料

　
無
料
（
教
科
書
等
の
実
費
必
要
）

□
募
集
数
　
若
干
名

□
申
込
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け
た

の
ち
、
願
書
を
提
出

※
前
期
・
中
期
募
集
で
定
員
に
達
し
た
場
合
は
試

験
を
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

くらしの情報

2022. 2. 1　広報ひた広報ひた　2022. 2. 1 1415



日
田
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

日
田
税
務
署
に
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し

ま
す
。
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必

要
で
す
。
会
場
で
当
日
配
布
（
当
日
分
の

み
）
し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ホ
ー
ム
画
面
で
「
国
税
庁
」
又
は

「
＠
ｋ
ｏ
ｋ
ｕ
ｚ
ｅ
ｉ
」
を
検
索
後
、
友
達

追
加
が
で
き
ま
す
。

■
期
間

　
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告

　
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

又
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
申
告
が
で
き
る

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
告
の
相
談
は
、
電
話
や
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
で
も
で
き
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
納
付
証
明

書
（
確
定
申
告
用
）
は
税
務
課
税
制
窓
口
係

で
取
得
で
き
ま
す
。
電
話
で
請
求
い
た
だ
く

と
、
自
宅
に
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

大
分
県
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
開
始

大
分
県
交
通
災
害
共
済
の
令
和
４
年
度
加

入
申
込
み
を
２
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
交

通
災
害
共
済
は
一
人
年
間
３
６
０
円
の
掛

け
金
で
、
万
一
の
と
き
に
お
互
い
に
助
け

合
う
制
度
で
す
。
本
市
に
住
民
登
録
し
て

い
れ
ば
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加

入
を
希
望
す
る
人
は
、
自
治
会
を
通
し
て

配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
内
容
を
確
認

の
上
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

掛
金
を
添
え
て
班
長
に
お
渡
し
く
だ
さ

い
。

■
受
付
場
所

　
市
役
所
７
階
　
７
０
２
会
議
室
（
４
月

か
ら
は
市
民
課
）
、
各
振
興
局
・
振
興

セ
ン
タ
―

■
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

情
報
伝
達
試
験

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
を
使
用
し
た

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
16
日
㈬
　
午
前
11
時
頃

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
　

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危
機
管
理
係

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
２
月
の
開
庁
日

・
２
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
２
月
19
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

75
歳
以
上
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
な
い
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
発
送
時

期
は
２
月
下
旬
の
予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
に
記
載
さ

れ
た
問
合
せ
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お

願
い
し
ま
す
。
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
出
張
申
請
受
付
や
申
請
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
是
非
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
１
２
０
‐
０
７
８
‐
４
４
１

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎
年
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
っ

た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

の
合
計
額
が
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
人

に
、
２
月
に
お
知
ら
せ
の
文
書
と
支
給
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
支
給
申
請
書
、
お
知
ら
せ
の
文
書
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
、
本
人
・
口
座
情
報
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
・
通
帳
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
　
等
）

■
申
請
場
所

　
健
康
保
険
課
、
各
振
興
局

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

タ
ウ
ン
情
報

骨
髄
バ
ン
ク
の
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
を
支
援
し
ま
す

骨
髄
等
の
提
供
を
行
っ
た
人
（
ド
ナ
ー
）

と
そ
の
人
が
勤
め
る
事
業
所
に
助
成
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額
（
１
回
に
つ
き
）

・
ド
ナ
ー
　
14
万
円

・
事
業
所
　
７
万
円

■
申
請
期
限

　
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し
た
日
か
ら
90

日
以
内
、
又
は
３
月
末
日
の
い
ず
れ
か

早
い
日
ま
で

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
振
り

込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日

　
２
月
４
日
㈮

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
支
給
が
差
止
め

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
（
11
月
〜
１
月
分
）
を
振
り
込

み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日

　
２
月
10
日
㈭

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

５
歳
児
発
達
相
談
会

小
学
校
入
学
を
１
年
後
に
控
え
た
５
歳
児

の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
、
医
師
や
臨
床

心
理
士
等
が
応
じ
ま
す
。

■
と
き

　
３
月
２
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
対
象

　
平
成
28
年
12
月
１
日
〜
平
成
29
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
親
又
は
家

族
な
ど

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
21
日
㈪

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

受
託
事
業
者
募
集

市
が
実
施
し
て
い
る
食
の
自
立
支
援
事
業

（
高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
の
受
託

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
２
月
15
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

※
事
業
を
受
託
す
る
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

市
所
蔵
美
術
品
公
開
展
「
み
ん
な
の

宇
治
山
哲
平
展
〜
海
と
太
陽
〜
」

市
所
蔵
美
術
品
の
中
か
ら
宇
治
山
哲
平
作

品
の
公
開
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
15
日
㈫
〜
３
月
21
日
㈷
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
は
休
展
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
）
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階

　
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

折
り
紙
で
世
界
の
な
か
ま
づ
く
り

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
外
国
の
人
た
ち
と

簡
単
な
ひ
な
飾
り
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
20
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
２
月
18
日
㈮

■
申
込
先

　
日
田
市
日
本
語
教
室
（
河
﨑
）

　
☎
０
９
０‐

３
４
１
３‐
２
９
７
２

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

自
動
販
売
機
設
置
希
望
者
募
集

■
設
置
場
所
　

①
日
田
市
葬
斎
場

②
日
田
市
営
隈
駐
車
場

③
日
田
市
営
三
本
松
駐
車
場

④
日
田
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

⑤
萩
尾
公
園

⑥
竹
田
公
園

⑦
月
隈
公
園

■
対
象

①
〜
⑦
…
市
内
の
業
者
・
団
体
及
び
個
人

■
設
置
期
間

①
〜
⑦…

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
更
新
は
一
回
ま
で
で
き
ま
す
。

■
種
類
・
台
数

　
清
涼
飲
料
水
　
各
１
台

※
⑤
の
み
２
台
。

■
申
込
方
法

　
左
記
に
備
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出

■
申
込
期
限

　
全
て
２
月
21
日
㈪

問
①
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

　
②
③
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

　
④
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

　
⑤
⑥
⑦
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

次回の広報ひた２月15日号は、２月15日㈫に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合をあります。二次元コードで確認を！

イ
ベ
ン
ト

募
集

令
和
４
年
度
「
広
報
ひ
た
」
等

文
書
送
達
委
託
業
務
入
札
参
加
者

■
参
加
資
格

・
市
内
で
配
送
業
を
営
む
法
人
で
、
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
及
び
貨

物
軽
自
動
車
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
市
内
の
各
自
治
会
等
１
７
０
か
所
に
、

お
お
む
ね
月
２
回
（
年
24
回
）
、
配
送

が
可
能
な
車
両
及
び
人
員
を
保
有
し
て

い
る
こ
と

・
そ
の
他
、
市
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と

■
申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

※
必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈪

問
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目
　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大

工
、
左
官
、
木
工
）

■
募
集
条
件

　
建
築
職
人
を
目
指
す
人

　
（
男
女
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
訓
練
期
間

　
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
授
業
料
　
月
額
５
千
円

■
申
込
方
法

　
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
電
話
で

申
込
み

■
募
集
数
　
15
人
程
度

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈭

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
藤
原
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
０
‐
４
６
５
９

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
で
す
（
相
談
無
料
）

「
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分
け
」
な
ど

の
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登
記
の
手
続
に

つ
い
て
、
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
期
間
　
２
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

□
相
談
窓
口
　
各
司
法
書
士
事
務
所

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集
（
一
般
後
期
）

□
科
名

・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

・
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

□
訓
練
期
間

　
１
年
間
（
４
月
７
日
㈭
入
校
）

□
募
集
期
間

　
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
10
日
㈭

□
試
験
日
　
３
月
13
日
㈰

□
と
こ
ろ

　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
授
業
料

　
無
料
（
教
科
書
等
の
実
費
必
要
）

□
募
集
数
　
若
干
名

□
申
込
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け
た

の
ち
、
願
書
を
提
出

※
前
期
・
中
期
募
集
で
定
員
に
達
し
た
場
合
は
試

験
を
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

Information ２.１ くらしの情報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

今こそ大事な「咸宜」の心

　毎年２月23日は「咸宜園の日」です。廣瀬淡
窓が現在の地に咸宜園を開いた日にちなみ、
2012（平成24）年に定められました。市では、
この日に関連して講演会等を開催しています。
　咸宜園は、大分県日田市・茨城県水戸市・栃
木県足利市・岡山県備前市の４市で申請を行っ
た「近世日本の教育遺産群－学ぶ心・礼節の本
源－」のストーリーが2015（平成27）年に国
（文化庁）が創設した日本遺産の第１号認定を
受けました。
　そんな咸宜園の「咸宜」とは「咸く宜し」と
いう意味で、“すべてのことがよろしい”という、
年齢・学歴・身分を問わず、門下生一人ひとり
の意思や個性を尊重する淡窓の教育理念が込め
られています。
　そして、この「咸く宜し」の考え方は今の時
代にこそ必要な考え方ではないでしょうか。現
代では社会の多様化が進む一方で、特定の人や
団体に対して社会から排除しようとするような
事象も起きています。
　例えば、特定の国の出身者、又はその子孫で
あることのみを理由に、日本社会から追い出そ
うとしたり危害を加えようとしたりするなどの
一方的な言動「ヘイトスピーチ」や、新型コロ
ナウイルス感染症等に関する知識や理解の不足
から、日常生活や学校、職場等、社会生活の
様々な場面で差別やプライバシーを侵害される
などの人権問題が発生しています。その他にも
インターネット上でその匿名性を利用し、他人
を誹謗中傷したり、個人の名誉やプライバシー
を侵害したり、あるいは偏見・差別を助長する
ような情報を発信したりするといったことも発
生しています。
　このように、未だ解決できない様々な人権問
題に対して「咸く宜し」の考え方を一人ひとり
が持つことで、全ての人の意思や個性が尊重さ
れる社会に近づくのではないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

ことごと よろ
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まちの話題

赤石再発見ウォーク
　12月12日、前津江の地域団体「天空の里・あかい
しゆかいくらぶ」主催で赤石再発見ウォークが開催さ
れた。これは、赤石の地名の由来となった岩「赤石ど
ん」までの案内看板設置を記念し実施されたもので、
総勢48人の参加者が気持ちのよい汗を流した。地元
の人から岩の言い伝えを聞き「新たな名所ができた」
「岩の大きさに驚いた」と感心していた。

隠れた名所　三十六禽形
　前津江の隠れた名所に「奥滝三十六禽形石像」が
ある。これは、地元の人にも詳しく知られていな
かったが、雑誌社の調べで「三十六禽形像」と判明
したもので、動物を頭やひざの上に乗せたりまた
がったり、動物と一体となった石像である。現在で
は一部破損したものもあるが、末永く後世まで残し
ていけるよう地域で大切に守っていく。

じぃじばぁばに習う正月手しごと
　12月26日、塚田コミュニティセンターで「おは
なしごはんと塚田のジィジバァバ・じぃじばぁばに
習う正月手しごと」が開催され、約70人の親子が
参加した。塚田老人クラブの手ほどきで餅つきや門
松、しめ縄作りを体験。また絵本の読み聞かせや凧
あげなどを楽しんだ。参加した老人クラブの会員は
「子供たちから元気をもらった」と喜んでいた。

天瀬

互いを支え合う気持ちを学ぶ
　12月15日、天瀬公民館大会議室で天瀬地区人権
講演会が開催された。講師に日田市人権研修講師の
佐藤香津子氏を招き「男女共同参画～支え合う気持
ちがあれば…～」という演題で講演が行われた。佐
藤氏は身近な例や自分の体験談などを交え「まずは
家庭から男女が対等にお互いの人権を尊重すること
が大切」と参加者に語りかけた。

日田が舞台のドラマがクランクイン！
　12月１日、日田市オールロケで行われるＮＨＫ
ドラマ「君の足音に恋をした」のロケ取材会が羽田
多目的交流館で行われた。11月29日に日田入り
し、30日にクランクイン。撮影は12月中旬まで市
内で行われた。出演者は「水害にも負けない強さを
大事に撮影しています。日田の魅力を作品を通して
伝えていきたいです！」と意気込みを語っていた。

令和３年秋の叙勲旭日単光章受章
　12月10日、全国自治会連合会相談役及び大分県
自治会連合会顧問で元日田市自治会連合会会長の岩
里諫夫氏が、令和３年秋の叙勲旭日単光章を受章し
たことを受け、市長報告が行われた。岩里氏は「市
や地域の人たちのおかげで受章することができまし
た。本当にありがたく、嬉しく思っています」と
語った。

結成！その名は「ぼんちパパ倶楽部」
　12月11日、子育てに奮闘する父親を対象に「子育
てパパ応援講座」最終講座が行われ、「パパとまじ
でたのしむクリスマスパーティ2021」と題し受講生
のパパが企画・運営をした。また、パパを中心にコ
ミュニティサークル「ぼんちパパ倶楽部（通称：ぼ
んパパ）」が結成され、今後はイクメンの悩みを共
有し、子供たちが喜ぶイベントを開催する予定。

日田

移住者交流会を開催しました
　12月５日、三隈川公園で「移住者交流会」が開
催され、31組56人が参加した。屋外初開催となっ
た会場では、先輩移住者のキッチンカーや日田青年
会議所など６店舗が出店、子供たちも楽しめるよう
に射的やキッズスペースも設けられた。参加者はひ
た暮らし応援団や移住受入れ地域の人たちと交流を
深めていた。

きんけい
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まちの話題

リース作りで笑顔も華やぐ
　12月２日、鎌手地区の女性たちが集まって、ク
リスマスリースを作った。この催しは、コロナ禍で
もこのリースを見て笑顔になってもらいたいとの思
いで行われた。材料の一部は前年の残りを活用し、
環状に編んだ土台に松ぼっくりやリボンなどを彩り
良く配置した。リースは大山振興局にも寄贈され、
窓口などを華やかに彩った。

認め合う心で溶かす男女の壁
　12月6日、大山公民館で「令和３年度大山町人権
講演会・男女共同参画セミナー」が行われた。講師
はフリーアナウンサーの松本久美子氏。男女共同参
画を進める上での課題や経験談を語った。参加者か
らは「お互いの価値観を認め、納得することが大事
だと感じた」「今後の家庭生活や社会生活に生かし
たい」などの感想が寄せられた。

みんなが主役のふるさとまつり
　11月21日、中津江ホールで中津江村ふるさとま
つりが行われた。新型コロナウイルス感染症対策で
規模を縮小して開催されたが、約330人の来場者が
地元バンドの演奏や小・中学生のステージ発表、な
かつえ新鮮野菜市を楽しんだ。主催の中津江むらづ
くり役場の職員は「来年は40回目を記念して盛大
に催したい」と話した。

知って安心、介護制度
　12月５日、中津江むらづくり役場の「イザという
時への備え～介護保険の現場から」と題した講座が
開かれ、31人が参加した。介護保険シリーズ４回目
の今回は、講師に日田市社会福祉協議会の職員を招
いて、介護認定までの流れや中津江村で利用できる
サービスの内容などを学んだ。参加者は回を重ねる
ごとにイザという時への備えを身につけている。

お腹いっぱいご飯を食べよう
　12月８日、浦集落で２年ぶりに年の神祭りが行
われた。年の神祭りはケガチ（凶作）の年に始まっ
たと言われ、お椀に高く盛ったあずき飯を食べるこ
とが恒例になっている。そのため「高飯さま祭り」
とも呼ばれている。参加者はあずき飯や煮物、酢和
えなど昔から引き継がれる地元の味を楽しみながら
交流を深めた。

サッカー選手との交流に大喜び！
　12月21日、津江小・中学校で大分トリニータの
サッカー教室が行われた。子供たちは、ボールを
使って楽しく体を動かす練習を行い、選手との試合
では身近で見るプロの華麗な動きに感動しながらも
１点取ろうと懸命にボールを追いかけた。交流会で
はたくさんの質問が出され「もう１試合やりたかっ
た！」と選手との交流を楽しんでいた。

差別のない社会の実現に向けて
　12月18日、口演家の矢野大和さんを講師に招
き、中津江村人権講演会が開催された。参加した
31人は努力しても変えられない外見のことを言う
のは差別であることや、何気ない親子や夫婦の会話
の中にある人権についてユーモアを交えた話に聞き
入っていた。笑いの中にも相手を大切に思うことの
大事さを実感する講演となった。

地域で生かす防災力
　12月９日、津江中学校で「第４回防災講座」が
行われた。今回の講座では、講師にＮＰＯ法人リエ
ラのメンバーを招き、災害が起きたときに生活の場
となる避難所で自分たちに何ができるかを考えた。
一昨年、避難所生活を経験した住民から当時の様子
を聞きながら「困りごとがないか声掛けをする」な
ど自分たちも地域の力になれることを学んでいた。

大山

上津江

中津江

たかまま
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　市では将来の財政見通しを明らかにするため、令和４年度から令和８年度までの今後５か年の財政推計を作成し、
ホームページに掲載しています。今号では、その中から主な内容についてお知らせします。
※普通会計とは一般会計と特別会計の一部（診療所事業・給水施設事業・住宅新築資金等貸付事業）を一つの会計としてまとめたも
のです。 問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）

340

360

380

400

420
▲

▲

▲

▲
▲

▲

歳入

歳出

令和８年度令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度

402.9億円

393.4億円
371.6億円

367.2億円

382.4億円

379.9億円

387.9億円

382.9億円

380.7億円

379.1億円

（億円）
歳入・歳出の推移

経常収支比率とは、税など自治体が自由に使える収入に対し公債費
や人件費、扶助費といった経常的に必要な費用の占める割合のこと
で、家計に例えると、給料などのような毎月決まって得られる収入
に対して住居費や光熱水費、ローンの返済などのような毎月確実に
支出しなければならない経費の割合のことです。

94.7％ 96.4％ 1.7ポイント

令和４年度
①

令和８年度
②

差し引き
②－①

経常収支比率

　このような厳しい財政状況に適切に対応していくため、歳入の確保に努めながら経常経費の更なる抑制や事業の重点
化等の取組みを行うとともに、公共施設等総合管理計画に基づく施設の総合的かつ計画的な管理、日田市行政改革大
綱に基づく実行プランの着実な推進など、財政マネジメントの取組みを強化し安定的な財政運営に努めます。

財政の健全化に向けて

　この推計は、令和３年度の決算見込額及び事業実施計画を基礎に、以下の目的で試算したものです。
　①健全な財政運営のために必要となる令和４年度から令和８年度までの５か年の予算編成の基礎的資料とするため
　②中期的視点から、日田市総合計画における施策・事業を進める際の財源の目安とするため
　③市の将来の財政状況を市民に公表し、本市の行財政運営に対する理解をお願いするため
　※将来の予算額を決定したものではありません。

※総額は、端数処理のため内訳と一致しない場合があります。

財政推計の目的等

歳入

歳出

令和４年度
①

令和８年度
②

差し引き
②‐① 概要

市税 76.2 △0.9

歳入総額 379.1 △14.3

個人市民税・法人市民税・固定資産税・軽自動車税などの合計です。
新型コロナウイルス感染症の影響による景気の落ち込みや固定資産税の軽減
措置、納税義務者数の減などを見込み、市税全体では減少する見込みです。

地方交付税 113.9 △6.5
全ての自治体が一定水準のサービスを提供できるように、国から交付される
お金です。国勢調査人口の減少による影響などによって、推計期間を通じて
減少する見込みです。

国県支出金 90.9 △5.0
市が行う事業に対して、国や県から補助金等として交付されるお金です。
建設事業や災害による影響が大きく、事業費の増減によって各年度で変動
がありますが、令和２年７月豪雨災害復旧事業の進捗に応じて減少する見
込みです。

市債 43.9 1.4
建設事業や災害復旧事業などを行うときに国や金融機関から借入するお金
です。国県支出金と同様、令和２年７月豪雨災害復旧事業に伴う借入は復
旧の進捗に応じて減少しますが、その他の事業費の増減に伴い、各年度で
変動します。

その他

77.1

393.4

120.4

95.9

42.5

57.6 54.3 △3.3 水郷ひた応援基金や森林環境譲与税基金等の、特定目的基金の繰入れなど
を見込んでいます。

※財政調整基金・減債基金・退職手当基金からの繰入額は含めていません。

区分

扶助費

人件費

公債費

投資的経費

その他

歳出総額

58.3

80.6

43.9

70.6

149.5

402.9

55.7

73.9

39.8

75.6

135.7

380.7

△2.6

△6.7

△4.1

5.0

△13.8

△22.2

特別職・一般職の給与や議員報酬です。令和４年度以降は職員数が維持さ
れる見込みとしています。
※退職手当は、令和４年度が約5.8億円、令和８年度が約3.4億円。

高齢者・障がい者等に対して行う様々な支援や生活保護費、少子化対策等
の経費で、障害福祉関連はサービス利用者増等から増加を見込みますが、
児童関連費用は児童数の減少に伴い、給付費等は減少する見込みです。

借入を行った市債の元利償還金の支払いに要する経費で、元金の償還終了
によって推計期間を通じて減少する見込みです。

建設事業や災害復旧等に要する経費です。
災害の影響や施設の更新等によって各年度で変動しますが、令和２年７月
豪雨災害の復旧経費を令和５年度まで計上しています。
公共施設の管理経費や補助金、積立金等の経費です。
推計期間を通じて、毎年度、災害対策基金の積立てを見込んでいます。

区分 令和４年度
①

令和８年度
②

差し引き
②‐① 概要

（単位：億円）

（単位：億円）

　令和８年度までの試算では、新型コロナウイルス感染症の影響などによって市税が減少し、また、普通交付税につい
ても国勢調査人口の減に伴う影響などから減少が見込まれ、歳出の抑制を行っても財源不足が生じます。財源不足を
補うため、３基金を取り崩すことになり、残高が減少します。
　また、市債残高については災害復旧事業や施設の更新などの普通建設事業によって各年度で変動があり、償還額が借
入額を上回る年度もありますが、推計期間を通じて残高は増加する見込みです。

※３基金残高とは、財政調整基金・減債基金・退職手当基金の３つの基金を合算した額のことです。

340

350

360

370

380

令和８令和７令和６令和５令和４
20

30

40

50

60

令和８令和７令和６令和５令和４

市債残高
57.3

53.0

44.4

３基金残高

45.8
50.7

363.0
359.1

370.7
375.6

364.8

３基金残高と市債残高（市の借金）の推移

（億円）

（年度） （年度）

（億円）
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消費者トラブルに役立つ情報や、日常生活にかかわりの深いテーマを取り上げ紹介します

日田市消費生活センター（市役所６階）☎㉒９３９３（相談専用）

注意！新型コロナ等を口実にＡＴＭへ誘導する還付金詐欺！
高齢者に対し自治体職員等のふりをして、新型コロナウイルス感染症などを口実に、
「医療費の払い戻しがある」、「税金の還付がある」などと言い、還付金の受取手続
のため携帯電話とキャッシュカード等を持ってＡＴＭ（現金自動預払機）に行くよう
誘導し、振り込みをさせようとする「還付金詐欺」に関する相談が、全国の消費生活
センターに多く寄せられています。

　ＡＴＭを操作しても還付金はもらえません！！
「お金が返ってくるのでＡＴＭに行くように」という電話があったら還付金詐欺で
す。相手にせず、すぐに電話を切りましょう。

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

大好き図書館！

心の架け橋 手話は大切な言語～聴覚障がいのある子供の保護者の思い～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の
輝
き
人
を
紹
介
し
ま
す
―

若
い
人
が
暮
ら
せ
る
日
田
に
。

若
い
人
を
応
援
で
き
る
日
田
に
。

今
号
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
や
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
「
人
材
」
に
関
わ

る
事
業
を
展
開
す
る
（
一
社
）
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｕ
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
日
田
を
担
う
人
材
育
成

　
（
一
社
）
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｕ
は
、

２
０
１
９
年
に
設
立
し
、
今
年

で
４
年
目
と
な
る
。
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
企
業
の
広
報
活
動

や
人
材
募
集
等
の
サ
ポ
ー
ト
、

市
内
の
学
校
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
人
材
研
修
な
ど
「
未
来
を

担
う
人
材
」
に
関
わ
る
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

◆
「
日
田
は
好
き
だ
け
ど
、
何

も
な
い
」
を
変
え
た
い

　
代
表
の
岡
野
さ
ん
が
、
あ
る

高
校
生
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
し
た
際
に
、
生
徒
が
「
日
田

は
好
き
だ
け
ど
、
日
田
に
は
何

も
な
い
か
ら
離
れ
る
し
か
な

い
」
と
話
し
て
い
た
の
を
聞

き
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が

廃
れ
て
い
く
」
と
い
う
危
機
感

を
持
ち
、
自
ら
会
社
を
設
立
し

た
。
そ
し
て
、
地
元
企
業
と
一

緒
に
、
人
材
に
関
わ
る
取
組
み

を
始
め
た
。

　
現
在
、
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
み
、
求
人
を
は
じ

め
と
し
た
企
業
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
企
画
サ
ポ
ー
ト
、
小
・
中

学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
人

材
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
最
近
は
、
日
田
の
仕
事
情

報
サ
イ
ト
「
日
田
し
ご
と
図

鑑
」
や
求
人
情
報
サ
イ
ト
「
ヒ

タ
カ
ラ
」
を
立
ち
上
げ
、
市
外

の
若
者
に
企
業
を
知
っ
て
も
ら

う
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　◆
若
者
が
地
域
で
暮
ら
せ
る
仕

組
み
を
作
る

　
こ
れ
か
ら
は
特
に
、
Ｕ
タ
ー

ン
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
く
予

定
。
進
学
な
ど
で
地
元
を
離
れ

た
若
者
が
戻
っ
て
来
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
。
　

　
岡
野
さ
ん
は
、
明
日
す
ぐ
に

結
果
が
出
る
事
業
で
は
な
く
目

に
見
え
づ
ら
い
が
、
将
来
の
日

田
の
た
め
に
、
仕
組
み
を
整
え

て
い
き
た
い
と
話
す
。

　ＮＨＫ Ｅテレ「理想本箱 君だけのブックガイド」
は不安や悩み、好奇心についてヒントを与えてくれる
本を紹介する番組です。これまで、計３回放送されま
した。

理想本箱とは？
　悩み多き10代の漠然とした不安や悩み、好奇心に答
える１冊を、世界の数え切れない本の中から見つける
プライベート・ライブラリー。

来館者の皆さんへお願い
・自宅で検温し、熱などの風邪症状がある場合は来館
をご遠慮ください。
・手指の消毒、マスクの着用、咳エチケットで飛沫感
染防止にご配慮ください。

新刊情報
やっぱりじゃない！
チョーヒカル／作　
フレーベル館

可能性は無限大！固定観念をくつがえ
す、新感覚たべもの写真絵本の進化
版！世界は、変えられる！あのオドロキがふたたび！

開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　２月12日㈯　
　午後３時～
　２月26日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

２月の休館日（○…休館日）

27

土日 月 火 水 木 金
１
８
15
22

５
12
19
26

４
11
18
2524

３
10
17

７
14
21
28

23

２
９
16

６
13
20

企業でも個人でも「何か一緒にして
みたい！」という人はお気軽にご連
絡ください！
問（一社）ＮＩＮＡＵ
　☎㉒３７２０

困ったときは右記にご相談ください

見守り
瓦版①

ＡＴＭヘ行って
ください！

　皆さんは言葉をどうやって獲得しましたか？生まれ
ると同時に、周りにあふれる音を耳で聞き、いつの間
にか言葉を覚え、意味を覚え、話し始める…外国語も
同じように獲得していくのではないでしょうか。
　私の子供は難聴です。補聴器を使っていますが、明
確に音を聞き分けることはできません。そのため、耳
からの言葉の獲得は難しく「手話」という言語の獲得
が必要です。しかし、生まれた当時、健聴の家族は全
く手話を使えず、日田で手話を獲得できる学びの場も
ありませんでした。子供が必要な手話は、健聴者の言

葉と違い、いつの間にか獲得できるものではない現実
に涙が止まりませんでした。現実を受け入れてから、
久留米の学校まで日々の送迎が始まりました。今、子
供は聞こえないことを受け入れ、少しずつ覚えた手話
を使い、笑顔でコミュニケーションをとっています。
　手話を必要として生まれた子供やその保護者が、生
まれた地域や家庭環境に関わらず、それぞれが望む形
で安心して手話の獲得が保証され、支援を受けられる
日田になることを願いながら、子供の手話獲得のサ
ポートをこれからも続けていきます。

　今月は聴覚に障がいがある子供をもつ保護者からのお話です。

「理想本箱 君だけのブックガイド」特集

淡窓図書館では、番組で紹介
された本やテーマに関連する
本を特集で紹介します。
◆場所　
　玄関正面の新刊本棚前

これまでと違う考え方を得る
ことができる機会です。
是非、ご利用ください！
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中
止



　
「
梅
の
里
お
お
や
ま
」
で
は
、
毎
年
２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
に
か
け
て
約
１
万
本

の
梅
の
花
が
見
頃
を
迎
え
、
山
全
体
が
白
や
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
ま
す
。
期
間
中

は
梅
園
の
開
放
や
大
山
ダ
ム
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ナ
イ
ト
（
大
山
ダ
ム
堤
体
）
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。
大
山
の
春
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

期
間
　
２
月
13
日
㈰
〜
３
月
13
日
㈰

会
場
　
お
お
く
ぼ
台
梅
園
・
ふ
る
や
台
梅
園

　お
お
く
ぼ
台
梅
園
イ
ベ
ン
ト

◆
日
時
　
２
月
27
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

◆
内
容
　
豊
作
祈
願
祭
の
み
関
係
者
で
開
催

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
、

　
例
年
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
部
を
中
止
し
ま
す
。

問大山まつり実行委員会☎52３１０１（大山振興局内）

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て
81

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か
ら
、
早
２
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ア
ル
フ
ァ
株
、

ベ
ー
タ
株
、
デ
ル
タ
株
、
そ
し
て
現
在
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

へ
と
変
異
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
社
会
活
動
や
経
済
活
動

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
様
々
な
場
面
で
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
過
性
の
こ
と
で
は
な
く
、
日

田
市
の
み
な
ら
ず
、
日
本
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
の
潮

流
と
し
て
変
化
が
進
ん
で
行
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
政
府
は
今
年
か
ら
本
格
的
に
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
」
の
実
現
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
方
が
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
中
、
地
方
か

ら
デ
ジ
タ
ル
の
実
装
を
進
め
て
、
地
方
と
都
市
の
差
を
縮

め
、
都
市
の
活
力
と
地
方
の
ゆ
と
り
の
両
方
を
享
受
で
き

る
国
家
構
想
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
確
か
に
、
地
方
が
抱
え
る
課
題
は
数
多
く
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
、
過
疎
化
、
人
手
不
足
、
仕
事
不
足
、
医

療
や
交
通
、
教
育
へ
の
不
安
、
多
発
す
る
災
害
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
様
々
な
分
野
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
で
、
リ
モ
ー
ト
化
を
は
じ
め
、
人
に
代
わ
る
労

働
力
の
確
保
や
効
率
化
を
進
め
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
課

題
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
で
も
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
進
め
て
お
り
、
事
務
処
理
の
面

で
70
％
以
上
効
率
化
で
き
た
も
の
な
ど
、
そ
の
成
果
が
伺

え
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
の
面
で
も
、
救
急
車
と
医
療
機
関
を
つ
な

ぎ
、
搬
送
中
の
救
急
行
為
の
充
実
を
図
ろ
う
と
計
画
を
進

め
て
お
り
、
学
校
の
現
場
で
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
授
業
も
開
始
す
る
な
ど
、
生
活
の
様
々
な
場
面
で
デ
ジ

タ
ル
化
は
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
生
活
様
式
の
変
更
を
経
験

す
る
中
で
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
人
口
減
少
、
高
齢
化
対
策

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成
や
確
保
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
な
ど
、
目
先
の
課

題
解
決
も
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ

う
し
た
取
組
み
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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